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●
﹁
釜
山
﹂
の
由
来

　

本
稿
を
準
備
す
る
に
あ
た
り
、
か
ね

て
よ
り
疑
問
に
思
っ
て
い
た
「
釜プ
サ
ン山
」

と
い
う
地
名
の
由
来
に
つ
い
て
調
べ
よ

う
と
釜
山
広
域
市
（
以
下
、
釜
山
市
）

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
訪
れ
て
み
た
。
同
市

の
説
明
に
よ
る
と
、
一
五
世
紀
中
頃
ま

で
の
書
物
に
は
、「
釜
山
」
で
は
な
く

「
富
山
」（
発
音
は
プ
サ
ン
）
と
い
う
表

記
が
出
て
く
る
と
い
う
。
そ
し
て
、

「
富
山
」
と
「
釜
山
」
の
併
記
時
期
を

経
て
、
一
五
世
紀
の
末
に
「
釜
山
」
に

一
般
化
さ
れ
た
。
こ
の
「
釜
」
と
い
う

表
現
は
、
山
に
囲
ま
れ
た
当
時
の
地
形

を
表
し
た
よ
う
で
あ
る
が
、
韓
国
全
土

が
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、
釜
山
市
に
も

山
が
多
い
。

　

そ
の
た
め
、
釜
山
市
の
大
学
の
大
部

分
が
山
の
麓
か
ら
登
っ
て
い
く
よ
う
な

形
で
建
設
さ
れ
て
い
る
。
釜
山
大
学
校

に
留
学
し
て
い
た
筆
者
は
、
一
時
期
大

学
内
の
寮
に
住
ん
で
い
た
が
、
一
度
外

出
し
て
寮
に
戻
る
と
き
に
は
、
正
門
か

ら
三
〇
～
四
〇
分
か
け
て
「
登
山
」
を

し
て
部
屋
に
戻
っ
た
。
当
時
、
友
人
に

「
な
ぜ
、
大
学
が
山
に
建
て
ら
れ
て
い

る
の
か
」
と
尋
ね
た
と
こ
ろ
、「
戦
争

な
ど
の
災
害
時
に
避
難
場
所
と
し
て
の

機
能
を
担
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
だ

ろ
う
」
と
の
こ
と
だ
っ
た
。
避
難
場
所

と
し
て
の
機
能
も
理
由
の
ひ
と
つ
だ
ろ

う
が
、
実
際
に
、
大
学
キ
ャ
ン
パ
ス
を

平
地
に
作
ろ
う
と
し
て
も
敷
地
な
ど
に

余
裕
が
な
い
の
も
現
状
で
あ
る
。

　

船
で
釜
山
市
を
訪
れ
る
と
わ
か
る
が
、

釜
山
港
か
ら
眺
め
る
釜
山
市
は
山
に
囲

ま
れ
て
お
り
、
ま
さ
に
、「
釜
」
と
呼

　

映
画
・
港
湾
・
国
境
の
街 

釜
山木

村 

貴

ぶ
に
ふ
さ
わ
し
い
様
相
で
あ
り
、
そ
の

「
釜
」
に
目
を
凝
ら
す
と
、
山
腹
に
所

狭
し
と
古
い
家
が
立
ち
並
ん
で
い
る
の

を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
こ
は
、

甘カ
ム
チ
ョ
ン
ド
ン

川
洞
と
い
う
地
名
で
、
朝
鮮
戦
争
期

に
避
難
民
た
ち
が
居
住
し
た
の
が
そ
の

始
ま
り
だ
と
い
わ
れ
て
い
る
。
現
在
は
、

カ
ラ
フ
ル
な
ペ
イ
ン
ト
で
彩
ら
れ
て
、

「
文
化
村
」
と
し
て
観
光
地
の
ひ
と
つ

に
な
っ
て
い
る
。

●
韓
国
第
二
の
都
市

　

朝
鮮
半
島
南
東
部
に
位
置
す
る
釜
山

市
。
首
都
ソ
ウ
ル
に
次
ぐ
人
口
を
擁
す

る
釜
山
市
は
、「
韓
国
第
二
の
都
市
」

で
あ
る
。
二
〇
一
五
年
二
月
現
在
、
韓

国
の
人
口
は
五
〇
〇
〇
万
人
を
超
え
て

い
る
が
、
そ
の
五
分
の
一
の
一
〇
〇
〇

万
人
が
首
都
ソ
ウ
ル
に
集
中
し
、
釜
山

市
は
第
二
の
都
市
と
し
て
三
五
五
万
七

七
一
六
人
（
二
〇
一
四
年
一
二
月
三
一

日
現
在
）
を
抱
え
て
い
る
。
し
か
し
、

釜
山
市
の
人
口
は
一
九
九
五
年
を
頂
点

に
減
少
を
続
け
て
お
り
、
二
〇
〇
〇
年

以
降
、
毎
年
平
均
し
て
一
％
台
の
人
口

が
減
少
し
て
い
る
。
そ
の
理
由
は
経
済

沈
滞
に
よ
る
零
細
企
業
の
域
外
移
転
と

出
産
率
の
減
少
と
い
わ
れ
る
が
、
ソ
ウ

ル
近
郊
の
大
学
へ
の
進
学
や
就
職
に
よ

る
人
口
移
動
も
影
響
し
て
い
る
と
思
わ

れ
る
。
実
際
、
著
者
が
一
九
九
六
年
か
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ら
二
〇
〇
三
年
の
留
学
生
活
時
代
に
釜

山
市
で
知
り
合
っ
た
友
人
の
半
数
以
上

が
、
現
在
ソ
ウ
ル
へ
と
移
動
し
て
い
る
。

ち
な
み
に
、
釜
山
市
在
住
外
国
人
は
、

二
〇
一
四
年
一
二
月
三
一
日
現
在
、
三

万
八
三
一
五
人
で
あ
る
。

　

韓
国
第
二
の
都
市
で
あ
る
釜
山
市
だ

が
、
一
時
期
「
首
都
」
と
し
て
の
機
能

を
担
っ
た
こ
と
も
あ
る
。
一
九
五
〇
年

六
月
二
五
日
に
勃
発
し
た
朝
鮮
戦
争
期
、

北
朝
鮮
軍
の
侵
攻
に
よ
り
韓
国
政
府
の

機
能
が
ソ
ウ
ル
市
か
ら
釜
山
市
に
移
り
、

約
三
年
間
臨
時
首
都
と
し
て
の
役
割
を

果
た
し
て
い
た
。
当
時
の
様
子
は
、
東

亜
大
学
校
近
く
の「
臨
時
首
都
記
念
館
」

に
残
さ
れ
て
お
り
、李
承
晩
大
統
領
の

執
務
室
な
ど
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

一
時
期
臨
時
首
都
と
し
て
の
機
能
を

果
た
し
た
釜
山
市
で
あ
る
が
、「
釜
山

市
」
と
い
う
名
称
は
、
朝
鮮
戦
争
勃
発

の
前
年
で
あ
る
一
九
四
九
年
か
ら
で
あ

る
。
そ
れ
以
前
は
、
日
本
植
民
地
期
の

一
九
一
四
年
三
月
一
日
の
行
政
区
域
改

編
に
よ
り
釜
山
府
と
な
り
、
独
立
後
の

市
制
移
行
に
よ
り
一
九
四
九
年
八
月
一

五
日
に
釜
山
市
と
な
っ
た
。
そ
し
て
、

一
九
六
三
年
一
月
一
日
に
は
釜
山
直
轄

市
と
な
り
、
一
九
九
五
年
一
月
一
日
に

釜
山
広
域
市
へ
と
変
遷
し
現
在
に
至
る
。

こ
の
よ
う
な
行
政
単
位
の
変
化
に
あ
わ

せ
て
担
当
す
る
行
政
区
域
が
拡
大
し
て

い
き
、
現
在
、
釜
山
市
の
面
積
は
、
七

六
九
・
八
二
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
と

な
っ
て
い
る
。

　

釜
山
市
に
は
、
国
立
大
学
の
釜
山
大

学
校
を
は
じ
め
、
二
〇
以
上
の
大
学
・

短
大
が
高
等
教
育
機
関
と
し
て
設
立
さ

れ
て
い
る
が
、
首
都
ソ
ウ
ル
へ
の
一
極

集
中
化
は
教
育
分
野
で
も
同
様
で
あ
る
。

一
九
七
〇
年
代
ま
で
は
、
釜
山
大
学
校

は
ソ
ウ
ル
大
学
校
に
次
ぐ
国
立
大
学
と

し
て
、
延
世
大
学
校
や
高
麗
大
学
校
な

ど
の
ソ
ウ
ル
の
私
立
大
学
と
同
レ
ベ
ル

と
み
ら
れ
て
い
た
が
、
今
で
は
、
ソ
ウ

ル
に
あ
る
そ
の
他
私
立
大
学
に
抜
か
れ
、

ベ
ス
ト
一
〇
は
す
べ
て
ソ
ウ
ル
市
内
の

大
学
で
占
め
ら
れ
て
い
る
。

●
映
画
の
街
・
釜
山

　

一
九
九
〇
年
代
後
半
か
ら
人
口
が
減

少
し
て
い
る
釜
山
市
だ
が
、
そ
の
反
面
、

「
映
画
の
街
」
と
し
て
の
発
展
も
み
ら

れ
る
。
一
九
九
六
年
に
創
設
さ
れ
た

「
釜
山
国
際
映
画
祭
」
は
、
二
〇
一
四

年
一
〇
月
に
第
一
九
回
を
迎
え
、
七
九

カ
国
・
三
一
二
編
の
上
映
が
行
わ
れ
、

総
観
客
数
は
二
二
万
六
四
七
三
名
に
の

ぼ
る
。
釜
山
国
際
映
画
祭
は
、
韓
国
国

内
の
み
な
ら
ず
、
ア
ジ
ア
を
代
表
す
る

国
際
映
画
祭
の
ひ
と
つ
へ
と
成
長
中
で

あ
る
。

　

設
立
当
初
、
釜
山
市
街
地
の
南ナ
ン
ポ
ド
ン

浦
洞

映
画
館
前
Ｂ
Ｉ
Ｆ
Ｆ
広
場
を
中
心
に
開

催
さ
れ
て
い
た
が
、
そ
の
後
海へ

雲ウ
ン

台デ

の

野
外
上
映
が
追
加
さ
れ
、
二
〇
一
一
年

に
は
釜
山
国
際
映
画
祭
専
用
映
画
館
で

あ
る
「
映
画
の
殿
堂
」
が
登
場
し
た
。

一
時
期
観
客
者
数
の
減
少
が
み
ら
れ
て

い
た
も
の
の
、
二
〇
一
二
年
以
降
二
〇

万
人
以
上
の
観
客
者
数
を
維
持
し
て
お

り
、
二
〇
一
一
年
九
月
の
映
画
の
殿
堂

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
、

「
映
画
の
都
市
釜
山
二
〇
二
〇
ビ
ジ
ョ

ン
」
が
発
表
さ
れ
、
映
画
の
街
と
し
て

の
今
後
の
発
展
が
一
層
期
待
さ
れ
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

ま
た
、
釜
山
市
に
は
、
三
〇
年
の
歴

史
を
誇
る
「
釜
山
国
際
短
編
映
画
祭
」

な
ど
多
様
な
映
画
祭
が
開
催
さ
れ
て
お

り
、
幅
広
く
映
画
界
育
成
の
場
を
提
供

し
て
い
る
。
行
政
・
市
民
に
よ
り
開
催

さ
れ
る
映
画
祭
で
あ
る
が
、
釜
山
市
内

の
大
学
に
は
映
画
学
部
も
設
置
さ
れ
て

お
り
、
行
政
・
市
民
・
大
学
が
一
体
と

な
っ
て
「
映
画
の
街
・
釜
山
」
の
発
展

を
支
え
て
い
る
。

●
港
湾
都
市
・
釜
山

　

日
韓
両
国
で
有
名
な
「
釜
山
港
へ
帰

れ
」
と
い
う
歌
で
も
わ
か
る
よ
う
に
、

釜
山
市
は
港
湾
都
市
で
あ
る
。
釜
山
市

は
、
韓
国
第
一
の
国
際
貿
易
港
で
あ
り
、

釜
山
港
湾
公
社
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
資
料
に

よ
る
と
、
釜
山
港
は
、
コ
ン
テ
ナ
貨
物

量
に
お
い
て
世
界
で
も
五
番
目
の
取
扱

量
と
な
っ
て
い
る
（
二
〇
一
三
年
、
図

２
、
３
）。

　

特
に
、
釜
山
港
で
は
、
一
九
九
五
年

か
ら
二
〇
二
〇
年
に
か
け
て
新
港
湾
建

設
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
釜
山
港
を
管

理
・
運
営
す
る
釜
山
港
湾
公
社
は
、
二

〇
〇
四
年
の
設
立
以
来
一
一
年
連
続
で

図１　釜山国際映画祭観客者数　第１回（1996）～第19回（2014）

（出所）　釜山国際映画祭ホームページ資料をもとに筆者作成。
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黒
字
を
達
成
し
て
い
る
。
釜
山
市
の
他

産
業
の
多
く
が
伸
び
悩
ん
で
い
る
こ
と

を
考
慮
す
る
と
、
釜
山
市
に
お
い
て
港

湾
産
業
の
重
要
性
が
今
後
ま
す
ま
す
高

ま
る
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
貨
物
の
み

な
ら
ず
、
新
国
際
旅
客
タ
ー
ミ
ナ
ル
も

整
備
さ
れ
て
お
り
、
現
在
の
高
速
船
・

フ
ェ
リ
ー
中
心
の
旅
客
タ
ー
ミ
ナ
ル
か

ら
巨
大
ク
ル
ー
ズ
船
の
定
期
的
な
入
港

も
進
め
て
い
る
。

　

釜
山
市
で
は
、
新
港
湾
建
設
と
同
時

に
、
東
北
ア
ジ
ア
に
お
け
る
海
洋
科
学

技
術
産
業
の
中
心
と
な
る
よ
う
六
三
四

億
ウ
ォ
ン
を
投
資
し
、
輸
出
入
貨
物
中

心
の
港
湾
都
市
か
ら
「
グ
ロ
ー
バ
ル
マ

リ
ン
ト
ピ
ア
（M

arinetopia

）」
を
目

指
し
て
い
る
。
釜
山
市
の
地
域
内
総
生

産
（
Ｇ
Ｒ
Ｄ
Ｐ
）
に
お
け
る
海
洋
産
業

の
比
率
を
二
〇
〇
五
年
の
一
七
・
五
％

か
ら
二
〇
二
〇
年
に
は
二
七
％
ま
で
引

き
上
げ
よ
う
と
し
て
い
る
。

●
日
本
（
福
岡
）
と
の
窓
口

　

こ
の
よ
う
に
海
に
囲
ま
れ
て
い
る
釜

山
市
で
あ
る
が
、
そ
の
先
に
は
日
本
、

具
体
的
に
は
九
州
・
福
岡
が
み
え
る
。

釜
山
市
と
福
岡
市
の
間
に
は
、
飛
行

機
・
高
速
船
・
フ
ェ
リ
ー
が
毎
日
運
航

さ
れ
て
お
り
、
釜
山
市
は
、「
日
本
と

の
窓
口
」
と
い
う
機
能
も
備
え
持
っ
て

い
る
。
高
速
船
は
、
約
三
時
間
で
到
着

し
、
飛
行
機
に
い
た
っ
て
は
、
福
岡
ま

で
約
四
〇
分
で
あ
る
。
直
線
距
離
に
し

て
、
二
一
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
で
あ

る
。

　

よ
っ
て
、
釜
山
市
は
韓
国
の
他
の
都

市
に
比
べ
て
、
日
本
の
影
響
を
大
き
く

受
け
て
い
る
。
実
際
、
釜
山
旅
客
タ
ー

ミ
ナ
ル
近
く
に
は
、
現
在
で
も
日
本
風

家
屋
が
残
っ
て
お
り
、
他
の
都
市
に
比

べ
て
、
日
本
語
が
語
源
と
な
っ
て
い
る

韓
国
語
も
通
じ
る
。
例
え
ば
、
私
の
留

学
時
代
に
は
、「
イ
カ
」「
サ
シ
ミ
」

「
ツ
メ
キ
リ
」「
タ
マ
＝（
電
球
）」
な
ど

の
日
常
用
語
は
、
韓
国
語
よ
り
も
日
本

語
の
方
が
頻
繁
に
使
用
さ
れ
て
い
た
よ

う
な
気
が
す
る
。
ま
た
、
建
設
業
に
い

る
知
人
た
ち
も
専
門
用
語
の
多
く
に
日

本
語
の
名
残
が
あ
る
と
教
え
て
く
れ
た

し
、
ビ
リ
ヤ
ー
ド
を
や
っ
て
い
る
と
き

に
は
「
ヒ
キ
＝（
引
き
）」
な
ど
の
用
語

が
使
用
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
日
本
に
一
番
近
い
港
湾
都
市

釜
山
に
は
、
日
本
か
ら
多
く
の
商
品
が

集
ま
る
。
最
近
で
は
め
っ
き
り
減
っ
た

が
、
つ
い
数
年
前
ま
で
は
福
岡
―
釜
山

間
の
フ
ェ
リ
ー
に
乗
る
と
「
担
ぎ
屋
」

の
女
性
た
ち
に
荷
物
を
持
つ
よ
う
に
頼

ま
れ
、
断
る
の
に
苦
労
し
た
ほ
ど
で
あ

る
。
サ
イ
ズ
と
種
類
に
も
よ
る
が
、
大

体
数
千
円
で
釜
山
福
岡
間
を
一
日
で
運

ん
で
い
た
よ
う
で
あ
る
。

　

今
後
、
釜
山
福
岡
間
の
物
流
の
増
加

が
期
待
さ
れ
る
の
が
、
一
台
の
ト
ラ
ッ

ク
に
日
本
と
韓
国
の
両
方
の
ナ
ン
バ
ー

プ
レ
ー
ト
を
付
け
て
両
国
の
公
道
を
走

行
す
る
こ
と
が
で
き
る
「
ダ
ブ
ル
ナ
ン

バ
ー
制
度
」
の
導
入
で
あ
る
。
二
〇
一

二
年
よ
り
導
入
さ
れ
た
同
制
度
は
、
ま

ず
自
動
車
部
品
の
移
動
に
利
用
さ
れ
た
。

具
体
的
に
は
、
福
岡
県
の
日
産
自
動
車

九
州
と
提
携
先
の
釜
山
市
ル
ノ
ー
サ
ム

ソ
ン
自
動
車
と
の
間
を
ダ
ブ
ル
ナ
ン

バ
ー
の
ト
ラ
ッ
ク
が
往
復
し
、
荷
物
を

積
み
替
え
る
手
間
と
費
用
が
節
約
で
き

る
よ
う
に
な
っ
た
。
最
近
、
釜
山
市
の

友
人
は
、
福
岡
ナ
ン
バ
ー
の
み
な
ら
ず

関
東
圏
ナ
ン
バ
ー
の
水
産
関
係
の
ト

ラ
ッ
ク
が
走
っ
て
い
る
の
を
目
撃
し
た

そ
う
で
あ
る
か
ら
、
ダ
ブ
ル
ナ
ン
バ
ー

制
度
を
利
用
し
た
物
流
が
多
様
化
し
て

い
る
よ
う
で
あ
る
。

　

釜
山
港
の
新
港
湾
建
設
と
ダ
ブ
ル
ナ

ン
バ
ー
制
度
の
導
入
に
よ
り
、
釜
山
市

は
、
韓
国
に
お
け
る
物
流
の
中
心
地
と

な
り
、
特
に
日
本
と
の
関
係
に
お
い
て

（出所）　釜山港湾公社ＨＰ資料をもとに筆者作成。

図２　韓国における釜山港コンテナ取扱い実績
（2013年）　　　　　　　　　　　

釜山港
17,686
(75%)

その他
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（単位：1000TEU）

図３　世界五大港のコンテナ取扱い実績（2013年）

（出所）　図２と同じ。
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は
、
窓
口
と
し
て
の
役
割
を
よ
り
一
層

担
う
こ
と
に
な
る
も
の
と
予
想
さ
れ
る
。

●
対
馬
か
ら
み
た
釜
山
市

　

そ
も
そ
も
時
代
を
さ
か
の
ぼ
れ
ば
、

朝
鮮
通
信
使
は
釜
山
市
か
ら
九
州
へ
と

渡
っ
て
き
て
お
り
、
釜
山
市
が
日
本
と

の
交
流
の
窓
口
と
し
て
の
役
割
を
担
う

こ
と
は
何
も
こ
こ
最
近
始
ま
っ
た
こ
と

で
は
な
い
。
そ
し
て
、
こ
の
歴
史
的
事

実
に
注
目
し
て
み
る
と
、
釜
山
市
か
ら

五
〇
キ
ロ
ほ
ど
先
に
あ
る
対
馬
の
存
在

に
気
付
く
。
天
気
が
い
い
と
き
に
は
、

釜
山
市
の
海
雲
台
か
ら
対
馬
が
肉
眼
で

み
え
、
逆
に
対
馬
の
韓
国
展
望
台
か
ら

は
釜
山
市
を
眺
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

毎
年
一
〇
月
に
開
催
さ
れ
約
八
万
発
の

花
火
が
打
ち
上
げ
ら
れ
る
釜
山
花
火
大

会
の
隠
れ
た
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
も
対
馬

が
注
目
さ
れ
つ
つ
あ
る
。

　

釜
山
市
民
に
と
っ
て
は
、
対
馬
は
一

番
近
い
外
国
で
あ
る
と
同
時
に
、
生
活

圏
と
し
て
認
識
し
て
い
る
側
面
が
大
き

い
。
釣
り
を
楽
し
む
人
は
、
船
を

チ
ャ
ー
タ
ー
し
て
対
馬
で
の
釣
り
を
楽

し
ん
で
お
り
、
キ
ャ
ン
プ
が
流
行
し
た

こ
こ
数
年
は
、
キ
ャ
ン
プ
地
と
し
て
対

馬
を
選
択
す
る
釜
山
市
民
も
い
る
と
い

う
。
ま
た
、
高
速
船
を
使
っ
た
日
帰
り

ツ
ア
ー
も
大
勢
の
釜
山
市
民
に
利
用
さ

れ
、
会
社
の
研
修
で
対
馬
を
利
用
す
る

釜
山
の
企
業
も
あ
る
。
筆
者
が
、
二
〇

一
三
年
九
月
に
釜
山
港
発
の
対
馬
日
帰

り
ツ
ア
ー
に
参
加
し
た
と
き
に
は
、
済

州
島
な
ど
の
韓
国
国
内
観
光
地
よ
り
も

近
く
て
安
い
対
馬
を
訪
れ
る
釜
山
市
民

が
多
数
い
た
。

●
福
岡
―
対
馬
―
釜
山

　

以
上
の
よ
う
に
、
今
後
、
日
本
か
ら

釜
山
市
に
つ
い
て
考
え
る
と
き
、
韓
国

内
で
の
釜
山
市
の
機
能
の
み
な
ら
ず
、

日
本
と
の
窓
口
に
位
置
す
る
と
い
う
点

に
注
目
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
釜

山
市
は
、
韓
国
国
内
に
お
け
る
「
第
二

釜山港新港湾（提供：淺田隼平氏）

の
都
市
」「
港
湾
都
市
」「
映
画
の
街
」

と
い
う
観
点
の
み
な
ら
ず
、「
日
本
と

の
窓
口
」「
国
際
物
流
拠
点
」
さ
ら
に

は
、
世
界
各
地
で
進
め
ら
れ
て
い
る

「
国
境
観
光
」
と
い
う
可
能
性
が
秘
め

ら
れ
て
い
る
都
市
で
も
あ
る
。
実
際
、

前
述
し
た
釜
山
市
民
の
対
馬
観
光
の
み

な
ら
ず
、
日
本
を
出
発
点
と
し
た
福
岡

―
対
馬
―
釜
山
の
国
境
観
光
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

　

二
〇
一
五
年
三
月
に
は
、
同
行
程
で

第
二
回
ツ
ア
ー
が
実
施
さ
れ
、
福
岡
―

対
馬
―
釜
山
国
境
観
光
ツ
ア
ー
が
引
き

金
と
な
り
、「
稚
内
―
サ
ハ
リ
ン
」「
八

重
山
―
台
湾
」
な
ど
の
国
境
観
光
ツ

ア
ー
も
企
画
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。
こ

の
よ
う
な
点
か
ら
も
、「
国
境
の
街
・

釜
山
」
が
注
目
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

（
き
む
ら　

た
か
し
／
九
州
国
際
大
学

法
学
部
准
教
授
）
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